
再生紙を使用して
います

大豆油インキを
使用しています

平成18年12月12日発行

グラウンド・ゴルフで交流を深める
敦賀、若狭、今津（滋賀県）地区の混合チーム
（11月23日「ＪＲ直流電化開業記念」

萩の花グラウンド・ゴルフ交流大会 ）

節水にご協力ください・・・・・ 2～ 3
市長への提案メール・・・・・・ 4～ 5
敦賀市の職員の給与などの状況・ 6～ 7
敦賀の新しい玄関づくり・・・・ 8
大丈夫？あなたの食事バランス・ 9

交交流流

火災警報器を取り付けてください！ ・10
年末年始の業務案内・・・・・・・・11
１年を振り返る・・・・・・・・・・12～13
街角スケッチ・・・・・・・・・・14～15
おしらせ ほか ・・・・・・・・・16～24

直直流流化化でで
生生ままれれたた



3 2007 広報つるが 1月号 22007 広報つるが 1月号

冬
期
は
、
降
雪
時
の
融
雪
水

と
し
て
、
一
時
的
に
大
量
の
地

下
水
を
使
用
す
る
た
め
、
極
端

に
地
下
水
位
が
低
下
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

降
雪
時
に
低
下
し
た
水
位

は
、
雪
が
解
け
、
そ
の
水
が
地

下
に
浸
透
し
数
日
後
に
回
復
し

ま
す
が
、
降
雪
が
続
く
と
、
地

下
浸
透
す
る
よ
り
も
多
く
の
水

を
融
雪
に
使
用
す
る
た
め
、
水

位
は
も
っ
と
低
下
し
ま
す
。

地
下
水
位
が
低
下
す
る
と
、

問合せ　環境課　蕁２２ー８１２１

浅
井
戸
で
は
水
が
出
な
く
な

り
、
ポ
ン
プ
の
故
障
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
塩
水
化

な
ど
の
地
下
水
障
害
が
発
生
す

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

日
頃
の
節
水
は
も
ち
ろ
ん
、特

に
冬
期
は
融
雪
水
と
し
て
の
水

利
用
を
控
え
る
な
ど
、ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
18
年

２
月
上
旬
の
降
雪
量
と
地
下
水

位
を
表
し
た
も
の
で
、
降
雪
量

が
増
え
る
と
地
下
水
位
が
低
下

す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

降
雪
前
に
１
・
６
ｍ
あ
っ
た

地
下
水
位
が
、
降
雪
時
に
は
、

最
高
で
４
・
５
ｍ
ま
で
低
下
し

て
い
ま
す
。

こ
の
と
き
は
一
時
的
な
降
雪

だ
っ
た
た
め
、
水
位
は
す
ぐ
回

復
し
ま
し
た
が
、
雪
が
降
り
続

く
と
、
長
い
間
低
下
し
て
し
ま

い
ま
す
。

市
で
は
、
水
位
が
大
き
く
低

下
し
た
と
き
は
、「
地
下
水
位

低
下
注
意
報
」
を
発
令
し
て
、

節
水
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

陸側 海側 

地下水 

海水 

普
段
、
何
気
な
く
使
っ
て
い

る
水
で
す
が
、
蛇
口
か
ら
出
る

水
の
量
は
１
秒
間
に
２
０
０
cc

に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
１
分

間
で
計
算
す
る
と
12

積雪 20袍

地下水位
4.5ｍ

●●シシャャワワーーををここままめめにに閉閉めめるる

家族４人がシャ
ワーをこまめに
閉める。

年間約1,600円
（18 ）の節約
ができます。

●●野野菜菜やや食食器器ははたためめ洗洗いいすするる

調理や後片付け
のときはため洗
いをする。

年間約3,300円
（37 ）の節約
ができます。

※調理前の野菜洗いと
後片付けの食器洗い
のとき流しっぱなし
にすると、１分間で約
12褄の水が出てしま
います。

●●洗洗面面、、歯歯磨磨きき時時のの流流ししっっぱぱななししををややめめるる

家族４人が実践
する。

年間約3,700円
（42 ）の節約
ができます。

※洗面、歯磨きの間、流
しっぱなしにすると、
１分間で約12褄の水が
出ます。洗面では洗面
器を使うと約６褄、歯
磨きではコップを使う
と約0.6褄の水で済み
ます。

●●おお風風呂呂のの残残りり湯湯をを使使うう

本洗いと１回目
のすすぎ水に残
り湯を使う。

年間約3,300円
（37 ）の節約
ができます。

※残り湯を温かいうちに使うと、汚れ落ち
が良くなります。

注水すすぎを使
わず、ためすす
ぎをする。

年間約1,600円
（18 ）の節約
ができます。

●●たためめすすすすぎぎををすするる
※シャワーを流しっぱな
しにしていると、１分
間で約12褄の水が出
てしまいます。
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６
月
に
「
新
快
速
が
も
う
す
ぐ
そ
こ
に
！

〜
私
た
ち
の
ま
ち
「
敦
賀
」
の
将
来
像
〜
」
を
テ
ー

マ
に
募
集
い
た
し
ま
し
た
『
市
長
へ
の
提
案
メ
ー
ル
』

に
対
し
、
数
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の
ご
提
案
等
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
提
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し
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だ
き
、
新
し
い

敦
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ち
づ
く
り
に
皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
注
目
さ
れ
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も
の
を
一
部
、
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介
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さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
注
目
さ
れ
る
も
の
を
一
部
、
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

６
月
に
「
新
快
速
が
も
う
す
ぐ
そ
こ
に
！

〜
私
た
ち
の
ま
ち
「
敦
賀
」
の
将
来
像
〜
」
を
テ
ー

マ
に
募
集
い
た
し
ま
し
た
『
市
長
へ
の
提
案
メ
ー
ル
』

に
対
し
、
数
多
く
の
ご
提
案
等
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
提
案
さ
れ
た
も
の
は
皆
さ
ん
の
生
の
声
と
し

て
、
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
し
い

敦
賀
の
ま
ち
づ
く
り
に
皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
注
目
さ
れ
る
も
の
を
一
部
、
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

６
月
に
「
新
快
速
が
も
う
す
ぐ
そ
こ
に
！

〜
私
た
ち
の
ま
ち
「
敦
賀
」
の
将
来
像
〜
」
を
テ
ー

マ
に
募
集
い
た
し
ま
し
た
『
市
長
へ
の
提
案
メ
ー
ル
』

に
対
し
、
数
多
く
の
ご
提
案
等
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
提
案
さ
れ
た
も
の
は
皆
さ
ん
の
生
の
声
と
し

て
、
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
し
い

敦
賀
の
ま
ち
づ
く
り
に
皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
注
目
さ
れ
る
も
の
を
一
部
、
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

６
月
に
「
新
快
速
が
も
う
す
ぐ
そ
こ
に
！

〜
私
た
ち
の
ま
ち
「
敦
賀
」
の
将
来
像
〜
」
を
テ
ー

マ
に
募
集
い
た
し
ま
し
た
『
市
長
へ
の
提
案
メ
ー
ル
』

に
対
し
、
数
多
く
の
ご
提
案
等
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
提
案
さ
れ
た
も
の
は
皆
さ
ん
の
生
の
声
と
し

て
、
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
し
い

敦
賀
の
ま
ち
づ
く
り
に
皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
注
目
さ
れ
る
も
の
を
一
部
、
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

６
月
に
「
新
快
速
が
も
う
す
ぐ
そ
こ
に
！

〜
私
た
ち
の
ま
ち
「
敦
賀
」
の
将
来
像
〜
」
を
テ
ー

マ
に
募
集
い
た
し
ま
し
た
『
市
長
へ
の
提
案
メ
ー
ル
』

に
対
し
、
数
多
く
の
ご
提
案
等
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
提
案
さ
れ
た
も
の
は
皆
さ
ん
の
生
の
声
と
し

て
、
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
し
い

敦
賀
の
ま
ち
づ
く
り
に
皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
注
目
さ
れ
る
も
の
を
一
部
、
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

駅
周
辺
整
備
構
想
策
定
委
員

会
で
、
駅
舎
改
築
・
駅
前
広
場

改
修
・
駅
西
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
の
基
本
方
針
と
イ
メ
ー

ジ
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

駅
舎
の
外
観
と
し
て
は
、
二

代
目
の
敦
賀
駅
舎
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
り
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
も
も
ち
ろ
ん
計
画

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
西
地

区
に
つ
い
て
は
ニ
段
階
に
分
け

て
整
備
す
る
計
画
と
な
っ
て
お

り
、
一
段
階
目
は
駅
前
広
場
に

隣
接
す
る
「
土
地
活
用
エ
リ
ア
」

と
し
て
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
や
立

体
駐
車
場
、
駐
輪
場
の
整
備
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、

駅
周
辺
整
備
課
か
ら
も
お
知
ら

せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

体
験
型
・
体
験
学
習
を
取
り

入
れ
る
こ
と
は
大
変
重
要
な
視

点
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

敦
賀
の
貴
重
な
自
然
や
歴
史

資
源
を
学
び
・
体
験
し
て
来
訪

者
の
方
に
「
ま
た
来
た
い
、
学

び
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
９
月
か
ら
【
遊
敦
塾
】

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

第
一
弾
と
し
て
地
引
網
体
験

や
魚
の
さ
ば
き
方
な
ど
を
体
験

す
る
こ
と
に
よ
り
敦
賀
の
魅
力

を
実
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
敦
賀
の
魅
力

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
企
画
を

し
て
い
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
、

10
月
21
日
に
直
流
化
開
業
さ
れ
、

新
快
速
電
車
が
、
敦
賀
ま
で
来

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

開
業
に
合
わ
せ
て
開
催
し
ま

し
た
「
つ
る
が
海
道
浪
漫
２
０

０
６
」
を
中
心
と
し
た
直
流
化

開
業
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
大
き
な
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

新
快
速
電
車
が
多
く
の
方
に

利
用
し
や
す
い
も
の
と
な
る
よ

う
、
開
業
後
の
利
用
状
況
を
踏

ま
え
て
課
題
を
洗
い
出
し
、
必

要
に
応
じ
て
Ｊ
Ｒ
な
ど
関
係
機

関
に
要
望
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

歴
史
的
旧
町
名
は
、
そ
れ
自

体
が
歴
史
文
化
資
産
で
あ
り
、

近
世
の
敦
賀
三
十
六
町
の
町
名

を
保
存
・
継
承
す
る
こ
と
は
非
常

に
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

10
月
に
は
地
元
を
始
め
と
す

る
関
係
者
の
方
々
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
旧
町
名
の
由
来
な
ど

を
表
示
し
た
高
札
を
設
置
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
現
在
、
ホ
ー
ル
を
兼
ね

備
え
た
文
化
施
設
と
し
て
は
市

民
文
化
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
こ

の
補
完
的
な
施
設
と
し
て
プ
ラ

ザ
萬
象
や
き
ら
め
き
み
な
と
館

が
あ
り
ま
す
。

新
た
な
文
化
施
設
建
設
の
是

非
に
つ
い
て
は
、
財
政
面
や
管

理
・
運
営
面
等
様
々
な
観
点
か

ら
の
条
件
整
備
が
必
要
で
あ
り
、

な
お
か
つ
た
く
さ
ん
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
合
意
の
下
に
行
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す

の
で
慎
重
に
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

委員会の審議風景遊敦塾の風景

一番電車到着時の敦賀駅ホーム

問合せ　広報広聴課　蕁２２ー８１７２
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敦賀市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、職員の人事および給与などの状況について、平
成17年度の結果および平成１８年４月１日現在の状況についてお知らせします。

１　部門別職員数に関する状況 ２　職員の給与に関する状況
（１）平均年齢および平均給料月額の状況(H18.4.1)

区　　　　分
一 般 行 政
特別行政（教育）
公 営 企 業 関 係

計

H17.4.1
481
93
465
1,039

H18.4.1
478
89
450
1,017

区 　 分

敦 賀 市
福 井 県

平均年齢
44.8歳
42.8歳

平均給料月額
348,900円
362,352円

一　般　行　政　職

（２）人件費の状況（普通会計決算）

区　分

１７年度

住民基本
台帳人口
68,152人

歳出額（a）

27,463,303

実質収支

717,667

人件費（b）

5,347,840

人件費率
(b)／(a)
１９．５％

１６年度の
人件費率
２２．４％

（３）職員給与費の状況（普通会計予算）

区　分

１７年度

職員数（a）

５６７人
給　料
2,222,418

職員手当
314,102

期末勤勉手当
901,746

計（b）
3,438,266

１人当たり給与費
(b)／(a)

6,064

給　　　与　　　費

（単位　千円）

（単位　千円）

※

※普通会計　　各地方自治体の財政状況の把握、地方自治体間の財政比較等のため、統一的な基準で整理して
比較できるようにした統計上の会計のこと。地方自治体における会計は、一般会計および特別会
計で構成されているが、個々の自治体ごとで各会計の範囲が異なることから、財政比較において
は普通会計を用いる。

一　般
行政職

（４）職員の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成１８年４月１日現在）

職員手当には退職手当を含みません。また職員数は、平成１８年４月１日現在の人数です。

大学卒
高校卒

初任給
170,200円
138,400円

経験年数２年
178,600円
144,100円

経験年数10年
230,200円
193,500円

経験年数15年
261,500円
230,200円

経験年数20年
285,100円
261,500円

区　　　分

（５）期末手当・勤勉手当、退職手当状況（平成１７年度）

期末手当・勤勉手当（支給月数等は国、県と同じ） 退職手当（支給月数等は国、県と同じ）

勤続２０年　　２１．００月分　　２７．３０月分
勤続２５年　　３３．７５月分　　４２．１２月分
勤続３５年　　４７．５０月分　　５９．２８月分
最高限度額　　５９．２８月分　　５９．２８月分

自己都合 勧奨・定年

１人当たり平均支給額　20,974,649円

６月分　　１．４０月分　　０．７０月分
１２月分　　１．６０月分　　０．７５月分
合計　　　３．００月分　　１．４５月分

期末手当 勤勉手当

（６）特別職等の給料・報酬の状況（H18.4.1現在）

給　　料
市　　　長
助　　　役
収　入　役

議　　　長
副　議　長
議　　　員

920,000円
760,000円
663,000円

給料・報酬月額

期　　末　　手　　当

報　　酬
490,000円
428,000円
407,000円

６月　1.6月分
１２月　1.7月分
計　　3.3月分

区　　　　　分

（７）特殊勤務手当（平成１７年度）

支給職員の割合
（職員全体に占める割合）

平均支給月額
（支給対象職員１人当たり）

手当数（種類）

代表的な名称
支給額の多い手当 汚物処理作業手当

多くの職員に支給され
ている手当

汚物処理作業手当
徴収手当、技術手当

１４．０％

９,２８１円

１０

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（１）職員の勤務時間

（２）休暇の種類
①有給休暇 ②無給休暇
年次休暇…２０日間、病気休暇…９０日以内、特
別休暇…結婚する場合は５日以内、夏季休暇は３
日以内、産前・産後休暇は６週間以内に出産する
場合や産後８週間を経過しない場合、その都度必
要と認める期間

介護休暇…連続する６月の期間内において必要と
認める期間、育児休業…最長で子が３歳に達する
日までの期間

４　職員の分限および懲戒処分の状況（平成17年４月１日～平成18年3月31日）

５　職員の服務の状況
職員の服務については、その根本基準として、「すべて職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、
かつ、職務の遂行に当っては、全力を挙げてこれに専念しなければならない。」とされています。［地方公務員法
（以下、「法」という）第30条］
また、次のような義務、禁止および制限事項が定められています。

◇法令等および上司の職務上の命令に従う義務　
［法第32条］

◇信用失墜行為の禁止［法第33条］
◇秘密を守る義務［法第34条］

◇職務に専念する義務［法第35条］
◇政治的行為の制限［法第36条］
◇争議行為等の禁止［法第37条］
◇営利企業等の従事制限［法第38条］

◎　平成１７年度の服務義務違反状況

内　　　　容 違　　反　　者

信用失墜行為の禁止（職員は、職の信用を傷つけ、または
職員の職全体の不名誉となるような行為をしてはならない）

８人（交通事犯による違反、全員訓告・厳重注意処分済）

６　職員の研修の参加状況（平成１７年度）

福井県自治研修所における研修
派遣研修（市町村アカデミー等外部研修）
職場研修（講師の派遣による研修）

１３９人
２７人
１４０人

７　職員の福祉および利益の保護の状況
（平成１７年度）

（１）職員の健康診断実施状況
①定期健康診断…受診者　901人
②人間ドック……受診者　108人

（２）職員の利益の状況
①休暇の取得状況…年次休暇　5.5日（１人当たり）

病気休暇　 95人（１日以上）
②産前産後休暇、育児休業の取得状況

…産前産後休暇　 28人
育児休業　　　 49人

③介護休暇の取得状況…２人

８　公平委員会の報告事項（平成１７年度）
（１）勤務条件に関する措置の要求の状況……０件
（２）不利益処分に関する不服申し立ての状況

……０件

区　　分

一般行政職 ８：３０ １７：１５
１２：００
～１２：４５

12：45～13：00
15：00～15：15

毎週月曜日から金曜日までの週５日間
（国民の祝日および１２月２９日から１月３日までを除く）

勤務時間
始業時間 終業時間

休憩時間 休息時間 勤務を要する日

区　　分
分限処分
懲戒処分

種　　類
休　　職
減　　給

人　　数
９人
５人

内　　　　　容
心身の故障のため、長期の休養を要する場合など
全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合　など

問合せ　総務課　　蕁２２ー８１０２

※

※本庁以外の勤務場所ではこれと異なる勤務形態の場合があります。

（単位　人）

※ラスパイレス指数　　国家公務員の給料を100とした場合の
地方公務員の水準のこと

95.5
101.0

ラスパイレス
指数
(H17.4.1)

※
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国
民
栄
養
調
査
に
よ
る
と
、
中

年
男
性
の
三
人
に
ひ
と
り
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
と
り
す
ぎ
に
よ
る

「
肥
満
」
で
あ
り
、
若
い
女
性
の

二
割
以
上
は
、「
や
せ
」
志
向
に

よ
る
栄
養
不
足
で
す
。
ま
た
食
品

別
で
は
若
者
を
中
心
に
野
菜
が
不

足
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
健
康
の
た
め
に
不
適

切
な
食
生
活
が

多
く
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

じ
ゃ
あ
、
今
日
か
ら
健
康
的
な

食
生
活
を
、
と
思
っ
て
み
て
も
、

栄
養
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
身

に
付
け
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
食
品

の
カ
ロ
リ
ー
を
計
算
し
て
毎
日
慎

重
に
食
事
を
す
る
の
は
、
と
て
も

大
変
な
こ
と
で
す
。

平
成
17
年
６
月
に
、
厚
生
労
働

省
と
農
林
水
産
省
で
は
、「
何
を
」、

「
ど
れ
だ
け
」
食
べ
れ
ば
よ
い
か

が
簡
単
に
分
か
る
「
食
事
バ
ラ
ン

ス
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
主
食
」「
副
菜
」

「
主
菜
」「
牛
乳
・
乳
製
品
」「
果

物
」
の
料
理
区
分
で
表
現
し
、
バ

ラ
ン
ス
良
く
と
れ
る
よ
う
コ
マ
の

イ
ラ
ス
ト
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
量

を
分
か
り
や
す
く
示
し
た
も
の
で

す
。何

が
不
足
で
何
を
と
り
す
ぎ
て

い
る
か
簡
単
に
分
か
り
、
食
事
の

バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
と
コ
マ
は
倒
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
コ
マ
は
、
食
事
だ
け
で
な

く
、
適
度
な
運
動
を
し
た
り
、
水

分
を
と
る
こ
と
が
必
要
な
こ
と
も

表
現
し
て
い
ま
す
。

下
の
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
て
、
あ

な
た
の
食
生
活
が
健
康
か
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
目
安

に
近
づ
け
る
よ
う
食
生
活
を
見
直

し
ま
し
ょ
う
。

コマの軸のよう
に食事に水分は
欠かせない

コマを回すた
めには運動が
不可欠

菓子・嗜好飲料
は食事の楽しみ。
適度にとろう

問合せ　健康管理センター　蕁２５ー５３１１

提
言
さ
れ
た
構
想
内
容
は
、

駅
舎
の
外
観
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
『
２
代
目
駅
舎
』
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
も
の
を
ベ
ー
ス

に
『
港
ま
ち
敦
賀
』
が
感
じ

ら
れ
、
ま
ち
と
調
和
し
長
く

親
し
ま
れ
る
よ
う
な
デ
ザ
イ

ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
敦
賀
市
と
し
て
は
、

こ
の
構
想
を
基
に
、
建
築
の

専
門
家
の
監
修
を
受
け
、
外

観
イ
メ
ー
ジ
の
方
向
性
を
整

理
し
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
・
調
整
を

行
い
、
詳
細
な
設
計
・
デ
ザ
イ

ン
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

駅
舎
改
築
は
平
成
21
年
度

工
事
着
工
、
平
成
22
年
度
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

構
想
内
容
と
し
て
、
現
在

の
約
５,
１
０
０

か
ら
約
８,

０
０
０

へ
の
拡
大
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
マ
イ
カ
ー
な

ど
に
よ
っ
て
駅
前
広
場
が
混

雑
し
て
い
る
問
題
を
解
消
す

る
た
め
、
マ
イ
カ
ー
、
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
動
線

を
明
確
に
分
け
、
マ
イ
カ
ー

送
迎
用
の
一
時
駐
停
車
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
す
。

敦
賀
の
玄
関
口
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
空
間
と
し
、
駅
舎

と
同
様
に
『
港
ま
ち
つ
る
が
』

が
感
じ
ら
れ
、
人
々
が
憩
え
、

集
え
る
空
間
づ
く
り
と
な
る

よ
う
に
整
備
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
整
備
イ
メ
ー
ジ
案

を
基
に
、
関
係
機
関
と
協

議
・
調
整
を
行
い
な
が
ら
詳

細
な
設
計
・
計
画
を
し
、
専

門
家
の
監
修
の
下
、
駅
舎
と

一
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
る

よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

完
成
は
駅
舎
改
築
完
了
と
同
時

平
行
に
な
る
よ
う
に
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

構
想
内
容
と
し
て
、
土
地
活

用
エ
リ
ア
の
整
備
は
二
段
階
に

分
け
て
行
い
ま
す
。

第
一
段
階
で
は
行
政
側
と
民

間
企
業
で
役
割
分
担
し
、
駐
車

場
、
駐
輪
場
、情
報
発
信
拠
点
、

ホ
テ
ル
・
喫
茶
店
な
ど
の
利
便

施
設
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
民
間
活
力
の
導
入
を

前
提
と
し
て
、
土
地
活
用
エ
リ

ア
整
備
の
具
体
化
・
事
業
化
に

向
け
て
、
委
員
会
で
の
イ
メ
ー

ジ
を
基
に
検
討
を
重
ね
、
平
成

22
年
度
完
成
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

第
二
段
階
で
は
、
当
面
は

景
観
を
配
慮
し
て
緑
や
水
の

豊
か
な
憩
い
の
空
間
や
暫
定

的
な
駐
車
場
と
し
て
活
用
し

ま
す
。

将
来
的
に
は
社
会
情
勢
を

見
極
め
条
件
・
内
容
を
検
討
・

整
理
し
な
が
ら
、
必
要
と
さ

れ
る
施
設
を
整
備
し
て
い
く

予
定
で
す
。

問合せ　駅周辺整備課　蕁２２ー８１７７

駅駅周周辺辺整整備備構構想想がが敦敦賀賀市市にに提提言言さされれままししたた

モチーフとなる二代目駅舎（M42～S20）
（「ふるさと敦賀の回想」より）

駅前広場の整備イメージ図

土地活用エリアの整備イメージ
※このイラストの料理例は、基本形（１日デスクワークをする成人男性）です。

組み合わせると、およそ2,200kcalになります。
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４
日
　
新
春
市
民
交
流
会

８
日
　
成
人
式

７
３
１
人
が
成
人
の
仲
間
入
り
！

敦
賀
西
町
の
綱
引
き

大
黒
方
の
勝
利
で
豊
作
と
占
わ
れ
る

24
日
　
産
業
団
地
進
出
第
２
号
企
業

巴
川
フ
ァ
イ

ン
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
現

T
F
C
）調
印
式

１
日
　
第
４
回
市
民
電
子
会
議
室
開
催

〜
３
月
13
日

19
日
　
毘
沙
講
（
高
野
　
白
山
神
社
）

今
年
か
ら
水
垢
離
が
休
止
に

18
日
　
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
、
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド

１
号
（
下
り
）
が
敦
賀
駅
に
停
車

24
日
　
第
34
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
（
市
総
合
運
動
公
園
）
〜
26
日

葉
原
小
学
校
閉
校
式
、
閉
校
に
係
る
記
念

セ
レ
モ
ニ
ー
「
出
発
の
会
」

31
日
　
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の
完
成
予
定
時
期
が

平
成
26
年
度
に
決
定

第
４
次
敦
賀
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

１
日
　
花
換
ま
つ
り
（
〜
15
日
）

市
民
活
動
支
援
室
が
男
女
協
同
参
画
セ
ン

タ
ー
に
開
設

４
日
　
敦
賀
短
期
大
学
入
学
式
（
62
人
が
入
学
）

今
年
度
か
ら
従
来
の
「
経
営
学
科
」
と

「
日
本
史
学
科
」
の
２
学
科
か
ら
「
地
域

総
合
科
学
科
」
に
生
ま
れ
変
わ
る

９
日
　
山
区
漬
物
祭
（
大
雪
の
為
実
施
で
き
な
か

っ
た
マ
ナ
祭
り
の
替
わ
り
に
実
施
）

12
日
　
敦
賀
市
指
定
文
化
財
に
「
沓
見
御
田
植
祭
」、

「
宮
山
古
墳
群
」、「
竹
虎
図
襖
」（
西
福
寺
）

を
指
定

東
浦
公
民
館
（
五
幡
）
落
成
式

３
日
　
炎
と
銀
河
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
〜
４
日
）

11
日
　
産
業
団
地
進
出
第
１
号
企
業

ア
イ
ケ
ー

プ
ラ
ス
ト
竣
工
式

東
海
市
職
員
受
け
入
れ
（
〜
11
月
30
日
ま
で
）

朱
成
漢
（
チ
ュ
ソ
ン
ハ
ン
）
さ
ん

18
日
　
晴
明
の
朝
市
と
七
夕
祭
り

晴
明
の
朝
市
開
催
70
回
目

10
日
　
海
開
き
（
松
原
海
水
浴
場
）

13
日
　
直
流
化
開
業
１
０
０
日
前
事
業

懸
垂
幕
、カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
機
器
設
置
な
ど

14
日
　
全
日
本
実
業
団
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
（
き
ら
め
き
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど

〜
17
日
）

18
日
　
県
内
で
大
雨
（
〜
19
日
）

北
陸
道
、
国
道
８
号
、
４
７
６
号
、
今
庄

杉
津
線
、
竹
波
立
石
縄
間
線
、
市
道
鞠
山

１
号
が
一
時
通
行
止
め
に
。
市
で
は
19
日

に
「
敦
賀
市
防
災
連
絡
室
」
を
設
置
。

き
ら
め
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
６
（
〜
23
日
）

11
日
　
中
心
市
街
地
活
性
化
道
路
照
明
灯
点
灯
式

（
敦
賀
駅
前
広
場
）

平
成
18
年
度
小
企
画
展
「
盟
友
〜
石
田
三

成
と
大
谷
吉
継
〜
」
を
長
浜
市
長
浜
城
歴

史
博
物
館
と
共
同
で
開
催
（
〜
９
月
18
日
）

16
日
　
第
57
回
と
う
ろ
う
流
し
と
大
花
火
大
会

A
E
D
を
市
の
公
共
施
設
及
び

市
立
小
中
学
校
に
配
備

23
日
　
北
陸
本
線
・
湖
西
線
直
流
化
開
業
ダ
イ
ヤ

発
表

27
日
　
敦
賀
市
総
合
防
災
訓
練
（
中
郷
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
）

敦
賀
ま
つ
り
（
〜
４
日
）

10
日
　
遊
敦
塾
が
ス
タ
ー
ト
！

12
日
　
新
議
長
に
水
上
征
二
郎

み
ず
か
み
せ
い
じ
ろ
う

氏
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

副
議
長
に
立
石
武
志

た
て
い
し
た
け
し

氏（
新
政
会
）
を
選
出

月月月月月

月月 月月月月

きらめきYOSAKOI祭

月

問合せ
広報広聴課　
22ー8172

27
日
　
第
８
回
駅
周
辺
整
備
構
想
策
定
委
員
会
　
　
　

２
代
目
駅
舎
を
モ
チ
ー
フ
に
歴
史
と
未
来

を
表
現
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
決
定

Ｊ
Ｒ
新
疋
田
駅
が
完
成

ロ
グ
ハ
ウ
ス
調
の
建
物
で
パ
ー
ク
＆
ラ
イ

ド
型
の
駐
車
場
を
完
備

15
日
　
第
27
回
敦
賀
マ
ラ
ソ
ン
（
２
６
９
７
人
が
参
加
）

17
日
　
き
ら
め
き
み
な
と
館
内
に
「
港
の
小
さ
な

喫
茶
」
が
オ
ー
プ
ン

19
日

敦
賀
高
校
吹
奏
楽
部
が
県
内
の
県
立
高
で

初
め
て
全
国
大
会
（
千
葉
）
の
舞
台
に
出
場

つ
る
が
海
道
浪
漫
２
０
０
６
、
つ
る
が
観

光
物
産
フ
ェ
ア
な
ど
多
数
の
直
流
化
開
業
イ

ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る
（
〜
22
日
）

27
日
　
イ
ベ
ン
ト
学
会
２
０
０
６
年
度
敦
賀
大
会

28
日
　
み
な
と
観
光
交
流
促
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

３
日
　
原
区
コ
ス
モ
ス
祭
り

10
日
　
全
国
菊
花
連
盟
全
国
大
会
敦
賀
大
会

（
〜
12
日
）
敦
賀
で
の
開
催
は
25
年
ぶ
り

18
日
　
敦
合
祭

つ
る
が
っ
さ
い

（
〜
19
日
）

19
日
　
ド
リ
ー
ム
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

熱戦の末、大黒方に軍配葉原小134年の歴史に幕新しく完成した東浦公民館　広報でもコラムを連載

目の前の命を救う機器「AED」中学生らが引っ張った山車新しくなった新疋田駅1番電車到着時の敦賀駅ホーム
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あなたが写っていたらご連絡ください。写真を差し上げます。 広報広聴課　 ２２ー８１１２

全国の菊作り名人の作品が会場いっぱいに並びました。

ホームページ（http://www.ton21.ne.jp/）でも公開中！
（ここに載せきれなかったイベントも掲載しています）

学生たちの呼び込みで賑わう駅前広場。

ＪＲ湖西線・北陸本線直流化開業を記念し「第42回
(社)全日本菊花連盟全国大会敦賀大会」が、10日から3
日間、市総合運動公園体育館で行われました。敦賀市
での開催は25年ぶり2回目。約900人の全国の菊花愛
好者らが自慢の作品約3,000点を出品し、花の美しさ
を競いました。
会場内は、黄色や桃色の鮮やかな菊花がいっぱいに

咲き並び、一般公開の時間には多くの市民らが詰め掛
けました。

元広島東洋カープの北別府学
きたべっぷまなぶ

投手と対戦する敦賀市選抜チーム。

ＪＲ直流化を契機にますます敦賀駅周辺の
賑わいを図ろうと、関西の学生らが中心とな
り、ミニ学園祭「敦合祭

つるがっさい

」を駅前広場で行い
ました。関西を中心に県内外17の大学、短
大の学生で構成する「街なか賑わいＩＮ敦賀
開催実行委員会」が主催し、大学祭ではおな
じみの模擬店選手権やステージ発表などを繰
り広げ、2日間にわたり、駅前は学生の熱気
とたくさんのお客さんで賑わいました。

プロ野球の往年の選手らがファンと交流する
「ドリーム・ベースボール」が市総合運動公園野
球場で行われました。
子ども達との野球教室、名球会会長金田正一

かねだまさいち

さ
んの講演会が行われた後、ドリームゲームで、名
球会の選手を中心としたドリームチームと敦賀市
選抜チームが対戦。試合直前から降り出した雨の
影響で3イニングで終了しましたが、選手達は全
力プレーで観衆を沸かせました。

紀元前33年に敦賀に上陸したと言われているツヌガアラ
ヒトの伝説をモチーフとして、モーツァルトの名作「魔笛」
に結びつけた「角鹿（つぬが）の魔笛」が、市民文化セン
ターで上演されました。つるが大使でもあり、敦賀市出身
の吉田浩之

よしだひろゆき

さんが企画し、主役のタミーノ役でも出演しま
した。また同じくつるが大使の俳優、大和田伸也

お お わ だ し ん や

さんもナ
レーション役として、友情出演しました。
「魔笛」は、悪者に捕らえられた夜の女王の娘パミーナ

を王子タミーノが数々の試練を乗り越えて救い、最後には
結ばれる物語。今回は、随所に敦賀の名産品も登場するな
ど、楽しい部分も盛り込まれ、観客は、すばらしい舞台に
酔いしれました。

恵比寿神社の奇祭である「せんべい焼き」が
行われました。参拝者は、ヨモギなどを混ぜた
さまざまな色のせんべいを3ｍほどの竹の先に付
け、燃えさかるかがり火で焼いて、無病息災を
願いました。当日は、雨は上がったものの、時
折り風が強く吹き、地元自衛消防隊が火の大き
さを調整しながらせんべいを焼いていました。
たくさんの地元の子供たちも、長い竹を持っ

て、炎の前で顔を真っ赤にしながらせんべい焼
きに挑戦し、焼けたせんべいをすぐに食べてい
ました。おいしいせんべいを食べて、病気にな
らないなんて、とてもうれしいですね。

せんべいを焼く参拝者。

華麗な舞台の1コマ。

刀根区で約400年前から続くといわれる
「みやあげ」神事が、区内の公会堂で行われま
した。この日は紺色の着物にたすき姿の男衆
が、餅つき唄と太鼓で景気をつけながら、長
さ約1.5mのきね棒で餅をつきました。唄の節
目では、威勢良くきね棒の先についた餅を天
井に向かって掲げたり、そのまま座敷を走っ
たりして、祭りを盛り上げました。ついた餅
は，牛の舌の形に整えられ、区内の気比神社
に供えられました。

餅をきねの先につけながら、威勢良く座敷を走りまわる男衆。



と
　
き

１
月
28
日
豸

９
時
〜

と
こ
ろ

プ
ラ
ザ
萬
象

対
　
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の

小
学
生
以
上
の
方

競
技
方
法

左
記
ク
ラ
ス
に
分
け
、
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
を
行
い
ま
す
。

申
込
み

１
月
19
日
貊
ま
で
に
所
定
の
用
紙

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
一
般
は
当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー蕁

25
・
８
３
１
８

支
給
要
件

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受

け
る
方
が
い
な
い
こ
と

対
象
者

次
の
順
番
に
よ
る
最
も
順
位
が
先

の
ご
遺
族
お
一
人

１１
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２２
戦
没
者
等
の
子

３３
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

し
て
お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等

と
氏
が
同
じ
で
あ
る

①
父
母

②
孫

③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

４４
１１
〜
３３
以
外
の

①
父
母

②
孫

③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

５５
１１
〜
４４
以
外
の
ご
遺
族
で
、
戦

没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
三
親
等
内
の
親

族

※
前
回
の
特
別
弔
慰
金
該
当
者
で

時
効
に
よ
り
失
権
し
た
方
も
請

求
で
き
ま
す
。

支
給
内
容

額
面
40
万
円
、10
年
償
還

の
記
名
国
債

申
込
期
限

平
成
20
年
３
月
31
日

※
既
に
請
求
さ
れ
た
方
は
、
重
ね
て

請
求
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
・
申
込
先
　
福
祉
保
険
課

蕁
22
・
８
１
１
８

支
給
の
種
類
・
対
象

○
継
続
支
給

「
第
十
八
回
特
別
給
付
金
」
ま
た
は

「
第
二
十
回
特
別
給
付
金
」
を
受
給

し
た
、
平
成
18
年
10
月
１
日
現
在

戦
傷
病
者
の
妻

※
右
記
給
付
金
を
受
け
た
が
、
夫
で

あ
る
戦
傷
病
者
が
平
成
15
年
３
月

31
日
ま
で
に
死
亡
し
た
場
合
は
、
特

例
支
給
と
な
り
ま
す
。

○
新
規
支
給

▼
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年

４
月
１
日
に
、
夫
が
戦
傷
病
者
と

し
て
、
増
加
恩
給
、
傷
病
年
金
、

特
例
傷
病
恩
給
、
障
害
年
金
な
ど

の
受
給
権
を
取
得
し
た
妻

▼
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年

４
月
１
日
に
、
戦
傷
病
者
と
し
て

右
記
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
人

と
婚
姻
し
た
妻

申
込
み

該
当
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
、
戦
傷

病
者
手
帳
、
恩
給
証
書
、
前
回
の

裁
定
通
知
書
な
ど
を
持
参
し
、
福

祉
保
険
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限

平
成
21
年
９
月
30
日

問
合
せ
・
申
込
先
　
福
祉
保
険
課

蕁
22
・
８
１
１
８
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電
子
証
明
書
（
公
的
個
人
認
証
サ

ー
ビ
ス
）の
有
効
期
間
は
、
発
行
日
か

ら
３
年
間
で
す
。
失
効
し
た
場
合
、

国
税
の
電
子
申
告
な
ど
の
電
子
申

請
・
届
出
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
更
新
を
希
望
す
る
方
は
、
市
民

課
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所

市
民
課

受
付
時
間

９
時
〜
16
時
30
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

持
参
物

・
更
新
す
る
電
子
証
明
書
が
格
納
さ

れ
た
住
基
カ
ー
ド

・
写
真
付
き
の
公
的
な
証
明
書

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

写
真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド
な
ど
）

・
印
鑑

・
発
行
手
数
料
５
０
０
円

問
合
せ
・
申
込
先

市
民
課
　
蕁
22
・
８
１
１
６

現
在
住
ん
で
い
る
家
屋
の
積
雪
量

が
お
お
む
ね
70
㎝
以
上
に
な
り
、
事

業
者
や
近
く
の
人
な
ど
に
雪
下
ろ
し

を
依
頼
し
た
場
合
、
屋
根
雪
下
ろ
し

が
困
難
な
世
帯
に
は
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
支
給
し
ま
す
。

対
　
象

市
内
に
屋
根
雪
下
ろ
し
が
で
き
る

子
（
障
害
者
を
除
く
18
歳
以
上
60

歳
未
満
の
者
）
が
い
な
い
市
民
税

非
課
税
世
帯
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
世
帯

①
高
齢
者
（
65
歳
以
上
の
方
）
の
み

の
世
帯

②
高
齢
者
と
18
歳
未
満
の
子
ど
も

の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

③
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
お
持
ち
の
方
）
の
み
の
世
帯

④
障
害
者
と
18
歳
未
満
の
子
ど
も

の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

⑤
障
害
者
と
高
齢
者
で
構
成
さ
れ

て
い
る
世
帯

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
は

除
き
ま
す
。

支
給
額

一
世
帯
に
つ
き
１
回
７,
０
０
０
円

を
限
度
に
支
給
（
一
冬
期
間
２
回

を
限
度
と
し
ま
す
。）

問
合
せ

対
象
①
②
　
長
寿
福
祉
課

蕁
22
・
８
１
２
４

対
象
③
④
⑤
福
祉
保
険
課

蕁
22
・
８
１
７
６

市
民
の
皆
さ
ん
は
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加
く
だ

さ
い
。

と
　
き

１
月
４
日
貅

11
時
〜

と
こ
ろ

プ
ラ
ザ
萬
象

問
合
せ
　
総
務
部
総
務
課

蕁
22
・
８
１
０
１

一人一人の電車利用が、
小浜線を支える大きな力
になります。

人にも環境にもやさしい
電車。

私たちの地域を結ぶ電車
を利用しましょう。

貅

豸

市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
刀
剣

を
は
じ
め
、
館
蔵
お
よ
び
寄
託
品
の
刀
装

具
資
料
を
公
開
し
ま
す
。

館
蔵
品
の
中
か
ら

吉
祥

き
っ
し
ょ
う
に
ち
な
ん

だ
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
１
月
10

日

〜
21
日

は
「
敦
賀
西
町
の
綱
引

（
夷
子
大
黒
の
綱
引
）」
の
資
料
な
ど
も

あ
わ
せ
て
公
開
し
ま
す
。

吉
祥
…
「
め
で
た
い
き
ざ
し
」
の
意
味
。

（
例
）
松
竹
梅
や
鶴
亀
の
模
様
な
ど

休
館
日

毎
週
月
曜
日
お
よ
び

１
月
９
日

開
館
時
間
　
10
時
〜
17
時

（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

入
場
料

一
般
　
　
　
　
２
０
０
円

高
校
生
・
小
中
学
生

50
円

問
合
せ
　
市
立
博
物
館

25
・
７
０
３
３

※

※

つるがせいほうかい

1月4日貅～ 31日貉
市役所市民ホール

堤
つつみ

芳治
よ し じ

大屋
お お や

峰子
み ね こ

川瀬
か わ せ

要
かなめ
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運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
冬
に
、
有

酸
素
運
動
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
腹
式

呼
吸
を
組
み
合
わ
せ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

で
、
ス
ト
レ
ス
解
消
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き

１
月
25
日
〜
２
月
22
日
の

毎
週
木
曜
日
　
計
５
回
　

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

総
合
運
動
公
園
体
育
館

対
　
象

18
歳
以
上
の
方
60
人

参
加
料

５
０
０
円
（
保
険
料
）

※
施
設
使
用
料
（
市
内
一
般

２
０
０
円
）が
別
途
必
要

申
込
み

１
月
11
日
貅
９
時
〜

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
で

受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
総
合

運
動
公
園
内
）

蕁
22
・
８
１
５
５

赤
い
羽
根
つ
き
ボ
ー
ル
を
素
手
で

打
ち
合
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
男
女
ミ
ッ

ク
ス
な
ど
１
チ
ー
ム
４
人
の
組
み
合

わ
せ
次
第
で
面
白
さ
倍
増
で
す
。

と
　
き

１
月
24
日
〜
２
月
21
日
の

毎
週
水
曜
日
　
計
５
回
　

19
時
〜
20
時
30
分

と
こ
ろ

総
合
運
動
公
園
体
育
館

対
　
象

18
歳
以
上
の
方
40
人

参
加
料

５
０
０
円
（
保
険
料
）

※
施
設
使
用
料
（
市
内
一
般

２
０
０
円
）が
別
途
必
要

申
込
み

１
月
10
日
貉
９
時
〜

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
で

受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
総
合

運
動
公
園
内
）

蕁
22
・
８
１
５
５

と
き
・
内
容

▼
１
月
17
日
貉

「
か
ら
だ
す
っ
き
り

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

▼
１
月
24
日
貉

「
気
軽
に
健
康
体
力
づ
く
り
」

い
ず
れ
も
19
時
〜
20
時
30
分

と
こ
ろ

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

講
　
師

健
康
運
動
指
導
士

＊
村
か
せ
む
ら

美
夏
み

か

氏

定
　
員

各
30
人

受
講
料

無
料

申
込
み

電
話
で
受
付

問
合
せ
・
申
込
先

男
女
共
同
参
画
課

蕁
23
・
５
４
１
１
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体
幹
部
を
意
識
し
た
パ
ン
チ
・
キ

ッ
ク
動
作
を
プ
ラ
ス
し
て
、
水
の
抵

抗
と
戦
い
な
が
ら
パ
ワ
フ
ル
な
水
中

運
動
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き

１
月
27
日
〜
２
月
24
日
の

毎
週
土
曜
日
　
計
５
回
　

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル

対
　
象

18
歳
以
上
の
方
30
人

参
加
料

５
０
０
円
（
保
険
料
）

※
施
設
使
用
料
（
市
内
一
般

３
０
０
円
）が
別
途
必
要

申
込
み

１
月
13
日
貍
９
時
〜

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
で

受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
総
合

運
動
公
園
内
）

蕁
22
・
８
１
５
５

●募集方法 郵便、FAX、Eメールのいずれかで
国際交流貿易課まで送付ください。

●募集期間　平成19年１月10日 必着

●様　　式　様式は問いません。
※提案理由に加え、参考となる絵や図など
があれば添付してお送りください。

●そ の 他　応募資格は問いません。
皆さんの考えをお寄せください。

応応募募先先・・問問合合せせ 国国際際交交流流貿貿易易課課

〒914-8501 敦賀市中央町２ー１ー１

22-8129 23-4129

Eメール　kokusai@ton21.ne.jp

敦
賀
港
周
辺
の
賑
わ
い
づ
く
り
、

観
光
振
興
に
つ
な
が
る
魅
力
づ
く
り

に
役
立
て
る
た
め
、
金
ヶ
崎
緑
地
に

隣
接
す
る
「
交
流
拠
点
用
地
」
の
活

用
方
法
を
募
集
し
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

提案の条件

交交流流拠拠点点用用地地

緑地

休憩所

赤レンガ倉庫

敦賀湾
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来
春
、
高
校
・
大
学
ヘ
進
学
す
る
方

を
対
象
に
、
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者

保
護
者
が
市
内
在
住
で
、
学
資
の

支
払
い
が
困
難
な
方

※
奨
学
生
推
薦
調
書
が
必
要
で
す
。

採
用
予
定
人
員

短
大
・
大
学
生
　
10
人
程
度

高
校
・
高
等
専
門
学
校
生

５
人
程
度

貸
付
額

◎
短
大
・
大
学

入
学
準
備
金

30
万
円

貸
付
月
額

３
万
５
千
円
・
４
万
円
・

５
万
円
か
ら
選
択

返
還
期
間

15
年
（
最
長
期
間
）

◎
高
校
・
高
等
専
門
学
校

入
学
準
備
金

５
万
円
　

貸
付
月
額

１
万
円

返
還
期
間

10
年
（
最
長
期
間
）

申
込
期
間

１
月
５
日
貊
〜
26
日
貊

問
合
せ
・
申
込
先

学
校
教
育
課

蕁
22
・
８
１
５
０

対
　
象

町
内
会
、
子
ど
も
会
、
婦
人
会
、
老

人
会
、
サ
ー
ク
ル
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
で
作

成
し
た
広
報
紙

応
募
規
定

▼
平
成
18
年
２
月
〜
平
成
19
年
１
月

末
に
作
成
さ
れ
た
も
の

▼
地
域
や
各
団
体
で
の
活
動
を
内
容

と
す
る
○
○
だ
よ
り
･
通
信
（
大

き
さ
や
形
式
は
問
わ
な
い
）

▼
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
（
印
刷
製
本
を
業

者
に
委
託
）の
部
と
、
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
（
応
募
者
自
ら
が
印
刷
・
製
本
）

の
部
の
２
部
門
に
分
け
て
審
査

▼
同
じ
も
の
を
２
部
提
出

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
方
法

作
品
に
応
募
票
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
応
募
票
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
。

応
募
締
切

１
月
31
日
貉
（
必
着
）

賞

▼
最
優
秀
賞
１
点

賞
状
と
副
賞
２
万
円

▼
特
別
賞
１
点

賞
状
と
副
賞
１
万
円

▼
優
秀
賞
４
点
（
各
部
門
２
点
）

賞
状
と
副
賞
１
万
円

▼
奨
励
賞
４
点
（
各
部
門
２
点
）

賞
状
と
副
賞
５
千
円

発
表
･
表
彰

全
て
の
応
募
団
体
へ
の
通
知
を
も
っ

て
発
表
と
し
、
平
成
19
年
度
市
民
憲

章
推
進
会
議
総
会
で
表
彰
。

問
合
せ
･
応
募
先

〒
９
１
４
・
０
０
４
７

敦
賀
市
東
洋
町
１
ー
１

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

敦
賀
市
民
憲
章
推
進
会
議
事
務
局

蕁
25
・
８
３
１
８

平
成
18
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月

31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

対
　
象

製
造
業
を
営
む
す
べ
て
の

事
業
所

期
　
間

12
月
〜
平
成
19
年
１
月

※
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
統
計
調
査

員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

※
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

実
施
主
体

経
済
産
業
省
・

福
井
県
・
敦
賀
市

問
合
せ

総
務
部
総
務
課

蕁
22
・
８
１
０
１

平
成
19
・
20
年
度
中
に
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
や
物
品
購
入
な
ど
の

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受

付
を
行
い
ま
す
。

と
き
・
内
容

▼
測
量
等
業
務

１
月
15
日
豺
〜
１
月
31
日
貉

▼
建
設
工
事

２
月
１
日
貅
〜
２
月
16
日
貊

▼
物
品
購
入

１
月
15
日
豺
〜
２
月
16
日
貊

い
ず
れ
も
　
９
時
〜
11
時
30
分
、

13
時
〜
16
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

と
こ
ろ

市
役
所
４
階
第
４
会
議
室

問
合
せ

契
約
管
理
課蕁

22
・
８
１
０
５

2007 広報つるが 1月号 202007 広報つるが 1月号

身
長
・
体
重
の

計
測
を
行
う
ほ
か
、

健
康
に
関
す
る
心
配
ご
と
な
ど
に
つ

い
て
、
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
の
相

談
、
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
も
行

い
ま
す
。

と
　
き

１
月
16
日
貂
・
30
日
貂

9
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

※
歯
科
相
談
は

１
月
16
日
貂
　
10
時
〜
11
時
30
分

栄
養
相
談
は

１
月
30
日
貂
　
13
時
30
分
〜
15
時

の
み
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
母
子

健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
22
・
０
１
４
７

塚
本
由
美
子

つ
か
も
と
ゆ
み
こ

助

産
師
に
よ
る
赤
ち

ゃ
ん
の
た
め
の
マ

ッ
サ
ー
ジ
実
践
指

導
や
保
育
士
に
よ
る
触
れ
合
い
遊
び

を
し
ま
す
。

と
　
き

１
月
18
日
貅

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

と
こ
ろ

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

対
　
象

ま
だ
１
度
も
参
加
さ
れ
て
い
な
い

未
就
園
児
（
９
カ
月
未
満
）の
親
子

定
　
員

25
組

申
込
み

電
話
で
受
付

問
合
せ
・
申
込
先

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
22
・
０
１
４
７

高
校
・
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
に

入
学
、
在
学
す
る
学
生
の
保
護
者
の

方
に
、
入
学
金
や
授
業
料
、
ア
パ
ー

ト
の
敷
金
・
家
賃
、
そ
の
他
教
育
に

必
要
な
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

融
資
額

学
生
一
人
に
つ
き

２
０
０
万
円
以
内

返
済
期
間

10
年
以
内

利
　
率

年
2.3
％
（
11
月
10
日
現
在
）

問
合
せ

国
民
生
活
金
融
公
庫

武
生
支
店

蕁
０
７
７
８
・
23
・
１
１
３
３

 

 

だより 
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１月18日(木)

１月10日(水)・24日(水)

１月24日(水)

ポー・トン（中央１） 

１月９日(火)・16日(火)・ 
　    23日(火)

毎 日（第１・３土曜日は休み） 

13時30分 
　～15時30分 

10時～14時 

８時30分 
　　～19時 

福祉総合センター 
「あいあいプラザ」 
　（東洋町・ 
　　蕁２２－３１３３） 

毎週火～日曜日 
（第３日曜日は休み） 

毎週月～金曜日 
９時～17時 

９時～16時 

８時30分 
　　～15時 

ハートフル・スクール 
（鋳物師町 蕁22－7072） 

蕁２２－８１５１ 
（ハートフル・スクール） 
蕁２２－１４６０ 
（晴明保育園） 

毎週月～金曜日 

13時45分 
　～15時30分 

13時30分 
　～15時30分 

13時30分 
　～15時30分 

10時～14時 

13時～16時 

  

毎週火、木、金、土曜日 
女性相談員が相談を受けます 

男女共同参画課 
（三島２ 蕁23－5411） 

９時～17時 

※ の相談は、国民の祝日・振替休日は休みとなります。 

※ 

※ 

※ 

毎週月～金曜日 ※ 

少年愛護センター 
（東洋町・薔 0120－090523） 

蕁２１－１１５１ 
（子育て総合支援センター） 

毎週月～金曜日 
（土曜日は午前中） 

※ 

※ 

８時30分 
　～17時15分 

 

１月10・17・24・31日(水)

１月10日(水)

１月17日(水)

１月17日(水)

１月21日(日)

１月21日(日)

謹んでお悔やみ申し上げます。
１１月１日～１１月３０日

（敬称略）

神楽１　伊東　亮一（76） 津内３　川勝　●代（88）
昭和２　渡辺　幸作（88） 木　崎　梅澤　　茂（85）
櫛　林　雁子　政雄（81） 三島１　辻　きく枝（73）
相生町　高橋　　隆（89） 衣掛町　奥村　慶太（74）
堂　　武内　良一（83） 木　崎　足立　恭二（56）

金　山　市村千代子（68） 昭和１　宇野　清司（84）
公文名　原　　忠夫（50） 萩野町　谷田　きた（87）
山　　宮本松太郎（91） 公文名　藤木　　進（58）

若葉２　高木伊太郎（82） ひばりケ丘 田辺　康夫（66）
立　石　田辺　祐司（66） 清水１　山田　 次（68）
岡山２　阿部不二男（85） 昭和１　佐野志づゑ（89）
野　神　坂下　昭男（85） 三島１　佐藤ヒナ子（88）
泉ケ丘　長谷川　武（42） 曽々木　松永　菊乃（91）
木　崎　白木　ます（105） 樫　曲　大矢　一男（75）
和久野　寺木すむ子（81） 田　尻　上野　政清（59）
新松島　大石　ゆき（79） 布田町　山口かをる（92）
三島３　東　　津袮（88） 津内２　政井　一男（80）
津内３　岡本千代子（81） 新松島　岸　喜代二（57）
呉竹２　東條　辰雄（77） 岡山１ 佐々木あきを（88）
金　山　清水　浩始（75） 沢　　藤田　高枝（76）  

 

 

 

◆
固固
定定
資資
産産
税税（（

第第
３３
期期
））

◆
国国
民民
健健
康康
保保
険険
税税

（（
第第
６６
期期
））

納納
期期
限限

1122
月月
2255
日日
豺豺

　 

 

ミミュューージジッッククチチャャイイムム をを
生生かかししたたいい
半年間で市役所の8つの課に配属さ

れ、韓国の行政業務と比較しながら勉強
をしてきました。敦賀市で印象に残った
のは1日4回流れるミュージックチャイ
ム。皆さんは普段何気なく聞いているか
もしれませんが、東海市は非常時のサイ
レンしか鳴りません。東海市でも流すよ
うにすると良いと思いました。

韓韓国国語語のの講講師師ををししたたここととがが
11番番のの思思いい出出

生涯学習センターの講座などで、韓国
語を教えたことが1番の思い出です。私
が教えた学生たちが、
最後に自己紹介を上手
にできたときは、とて
もうれしかったです。

敦敦賀賀のの人人ははままつつりり好好きき
敦賀市は大きな行事の際に、市民がた

くさん参加することが印象的でした。特
に9月の敦賀まつりにはびっくり。いろい
ろな行事に積極的に参加し、まつりをよ
り一層楽しんでいるなと思いました。

11番番印印象象にに残残っったた場場所所はは「「水水島島」」
水島の美しさには感動しました。夏に

は清掃ボランティアにも参加し、大量の
ゴミにびっくりしました。あと敦賀は鯛
やふぐの刺身がとてもおいしかったです。

好好ききなな言言葉葉ははややははりり「「一一生生懸懸命命」」
連載当初（8月号）好きな言葉に「一生

懸命」をあげましたが、半年間の滞在を
終えてもやはりその言葉が1番好きです。
ちなみに私の座右の銘は、

（日本語では「人事を尽くして天命を待つ」
の意味）。東海市に帰っても敦賀で学んだ
ことを忘れず“一生懸命”頑張ります！

敦賀の 皆さん

6カ月間

本当に ありがとうございました。

アンニョンハ セ ヨ

チュソンハン　イム ニ ダ

？

【最終回】

チンインサンデーチョンミョン

＊ミュージックチャイム→ 西浦・東浦地区など原
子力発電所10km圏内の地域に定時に流される音
楽。防災行政無線の点検のために放送しています。

朱さんは、11月27日に
6カ月の研修の成果を市
長や市職員に報告。「温か
い敦賀の人の心を胸に刻
み込んで韓国に帰ります」
と最後の言葉を述べまし
た。その後、29日に東海
市に帰りました。

敦
賀
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
長
寿
」

保
健
師
　
　
高
　
橋

た
か
は
し

友
香
理

ゆ

か

り

認
知
症
と
は
脳
に
起
き
た
何
ら
か
の
障

害
に
よ
り
、
い
っ
た
ん
発
達
し
た
脳
の
知

的
機
能
が
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
ま

で
に
低
下
し
た
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

「
人
の
名
前
が
思
い
出
せ
な
い
」「
朝
食

で
何
を
食
べ
た
か
思
い
出
せ
な
い
」な
ど
は

単
な
る
物
忘
れ
で
、
脳
の
自
然
な
老
化
現

象
で
す
が
、
認
知
症
は
、
家
族
や
朝
食
を

食
べ
た
こ
と
自
体
を
忘
れ
た
り
す
る
な
ど
、

体
験
全
体
を
忘
れ
て
し
ま
う
た
め
、
本
人

は
物
忘
れ
を
自
覚
で
き
ま
せ
ん
。

認
知
症
の
原
因
と
な
る
疾
患
は
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
よ
る
も
の
や
脳
血
管
障

害
、
二
次
的
要
因（
寝
た
き
り
、
低
栄
養
、

引
越
し
、
精
神
的
な
動
揺
）な
ど
様
々
で
す
。

残
念
な
が
ら
認
知
症
を
根
治
す
る
方
法

は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
年
の
研
究
か

ら
早
期
に
発
見
し
て
治
療
や
適
切
な
ケ
ア

を
行
え
ば
、
症
状
を
軽
減
し
た
り
、
悪
化

を
あ
る
程
度
防
げ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。

①
野
菜
や
果
物
、
青
魚
を
食
べ
よ
う

果
物
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
や
Ｃ
、

β
カ
ロ
テ
ン
は
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
青
魚
に
含
ま
れ
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ

Ｐ
Ａ
と
呼
ば
れ
る
不
飽
和
脂
肪
酸
は
動
脈

硬
化
を
防
ぎ
ま
す
。

②
適
度
な
運
動
を
心
が
け
よ
う

適
度
な
運
動
は
全
身
の
血
流
を
よ
く
し

ま
す
。

③
日
常
生
活
を
活
発
に
し
よ
う

社
会
活
動
や
趣
味
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
で
脳
が
活
性
化
さ
れ
ま
す
。

④
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

一
日
前
の
日
記
を
書
い
た
り
、
二
つ
の

こ
と
を
同
時
に
し
た
り
、
旅
行
の
計
画
を

立
て
る
な
ど
、
普
段
か
ら
思
い
出
し
た
り
、

考
え
た
り
し
て
、
脳
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に
は
本
人
の

生
活
意
欲
と
周
囲
か
ら
の
支
え
が
大
切
で

す
。
家
族
、
地
域
ぐ
る
み
で
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
本
人
や
家
族
だ
け
で
対
処
し
よ
う

と
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
医
療
・
保

健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

お詫びと追加

松原町　寺尾　浩一（35） 長　沢　 本　つね（93）

広報つるが12月号掲載の敬弔塔欄に記載漏れがありました。
追加させていただくとともに謹んでお詫び申し上げます。
敬弔塔（９月３０日～１０月３１日分）【敬省略】
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今
月
の
表
紙（

総
合
運
動
公
園
）

直
流
化
開
業
を
契
機
に
県
内
外
と
の
交
流

を
深
め
よ
う
と
、
今
津
地
区（
滋
賀
県
）、
今

庄
地
区
、
若
狭
地
区
、
そ
し
て
地
元
敦
賀
地

区
か
ら
計
１
７
２
人
が
参
加
し
交
流
大
会
が

行
わ
れ
、
参
加
者
ら
は
い
つ
も
と
は
違
う
仲

間
と
の
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

人口 69,168人（前月比 15人増）男 33,848人 女 35,320人 世帯数 27,108世帯（平成18年11月30日現在）

▼
「
せ
ん
べ
い
焼
き
」
の
取
材

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
私
も
小

学
校
の
と
き
に
、
親
に
連
れ
ら

れ
て
せ
ん
べ
い
を
焼
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の

当
時
は
、
か
が
り
火
が
も
の
す
ご
く
大
き
く

見
え
て
、
体
が
炎
で
熱
く
て
半
分
泣
き
な
が

ら
せ
ん
べ
い
を
焼
い
て
い
た
の
を
な
つ
か
し

く
思
い
出
し
ま
し
た
。
も
う
12
月
で
す
。
今

年
も
あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
で
し
た
。
皆
さ

ん
は
ど
ん
な
一
年
で
し
た
か
。(

團
）

▼
「
沓
見
の
年
寄
り
は
忙
し
い
ん
や
で
」
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
取
材
で
聞
い
た
言

葉
で
す
。「
神
社
の
守
に
御
田
植
え
祭
、
そ
し

て
見
守
り
隊
・
・
」
と
、
や
る
こ
と
は
盛
り

沢
山
の
よ
う
で
す
。
年
を
重
ね
て
も
充
実
し

た
毎
日
を
送
っ
て
い
る
姿
が
素
敵
に
み
え
ま

し
た
。
取
材
先
で
よ
く
思
い
ま
す
が
、
人
生
の

大
先
輩
方
は
本
当
に
元
気
で
活
動
的
。
僕
た
ち

若
者
が
見
習
う
こ
と
は
多
い
で
す
ね
。（
赤
）
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